
　               

　2016年1月、まったくのゼロ 
から始まった当教室も、いまや 
おかげさまで28名の塾生さんを 
お迎えするようになりました。 
　誠にありがとうございます。 

　さて、当教室では、かねてより密にならない座席配置、消毒・
換気の徹底等、感染拡大予防対策を講じております。そのような
状況下で、月曜・金曜を中心に、教室が満員となる日もあり、混
雑緩和について検討が必要と判断しました。 
　加えて、新学期より塾生さんの姿勢にも、①これまで以上の学
習の取り組みが必要だと感じている塾生さん、②心のゆとり確保
や、やる気のテコ入れから緩やかに取り進めたい塾生さん、③そ
の両方を使いこなしたい塾生さんの、大まかに言うと３つの考え
方に分かれてきておりました。 
　従来は、塾生さん同士のコミュニケーションの中から折り合い
をつけることを尊重してきました。しかし、あらゆる地区から、
様々な学力と価値観を持った、個性豊かな塾生さんが一堂に会し
ている中で、教室として一体感を持って、学力やそれを支える精
神面・生活面をよりよいものとしていく取り組みには、最低限の
ルールが必要と判断しました。 

　大まかな内容としては、平日営業開始を17時に繰り上げ（水・
金は従前通り）、最大利用時間の短縮（３時間半→２時間半程
度）、中学生優先時間帯の設定、集中タイムの導入等です。くわ
しくは、別途各塾生に配布した「教室ご利用の手引き」（A4 
三つ折り版）ないし公式サイトにてご確認下さい（手引きをも
らっていないという方はお知らせくださいませ）。

　はじめに言います。決して、 
学力だけの話をしたいのでは 
ありません。 
　学生の皆さんは、自分が興味 
のない科目について、「できる 
に越したことはないけど、でき 
るまで我慢して頑張るのが面倒臭い」「できるようになる、わか
りやすいメリットを感じられない」などと思ったことはないで
しょうか。「いつも思っているよ！」なんていう声も聞こえてき
そうですが（責めるつもりはないです。もちろん塾長にもそんな
経験はたくさんあります）。 
　言いたいのは、「小さな成功を大事にしよう」そして「できな
かった自分をばかにしないで受け止めよう」ということです。 
　保護者さんや学校の先生方が皆さんに「勉強しろ」というの
は、言葉だけ聞けば、いつも耳にタコができるものなのでウンザ
リする塾生さんもいることでしょう。でも、その言葉の裏側に
は、何があるか考えたことはありますか？ 
　学習面で叱られてしまうのは、「やればできるのに、自分でで
きないと決め付けてしまって」「やらない選択肢を自分で選び」
「“ほらできないでしょう”とあきらめてしまった」などが理由だ
と思います。もちろん、毎回そうだと決め付けてかかる大人たち
にも問題はあると思いますが、昔と違って大人たちにも時間や気
持ちの余裕は全然ないことの方が多いです。 
　生活面で、特に「同じことをしているのに自分だけやたらと叱
られる」などがあれば、もしかしたら、学習面でのこうした姿勢
によって、みなさんの普段の行動も判断されてしまったからかも
しれません。そうでなければ良いのですが、そうだとすれば、話
も聞いてもらえなくなるので、あまりにも悲しいことです。 
　学生のみなさんには、小さな成功を大切にしてもらい、周りの
我々大人たちも、それを一緒に素直に喜べるといいですね。
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しっくい塗り体験実施
　去る８月２２日（土）、通常 
授業を実施している１５時から 
トイレ前室のしっくい塗り体験 
を実施しました。４名の塾生さ 
んと１名の保護者様、そして仕 
上げに塾長の６名で、奥側と、 
トイレのドア側にしっくい塗りを施しました。 
　長時間塗り続けるとなかなかの重労働なのですが、交代しな
がら塗ると楽しめたようです。恐る恐るから始まったヘラさば
きも、慣れてくると豊かな個性が現れるようになりました。 
　几帳面に塗りムラがないように塗る塾生さんもいれば、ダイ
ナミックに素手で塗りつける塾生さんもいました。思い思いの
方法で楽しく塗り、乾燥して仕上がったところを見ると、塗っ
た塾生さんの喜びもひとしおだったようで、最年少の塾生さん
は壁にへばりついて喜びを表現していました。

続・水回り改装中
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当教室も実践して 
おります。宜しく 
お願い致します。

コラム

編集後記

　おかげさまでまもなく、教室 
利用の塾生が30名となります。 
また、今月から月に１度、遠隔 
地への出張授業も開始します。 
　コロナによる外出自粛などで 
休業を余儀なくされた３月上旬 
には、まったく想定できずにい 
たのですが、緊急事態宣言が明け、このようにたくさんの塾生
さんにご利用いただいており、大変感慨深く思います。誠にあ
りがとうございます。 
　学力向上には、その土台となる心の整理が欠かせません。そ
の観点から始まったこの教室ですが、メリハリをつけることも
大切です。低学年もいれば受験生もいます。みんなにとって心
地よい環境づくりに、ご協力をお願いいたします。 
　※９月の連休はすみませんがお休みを頂きます。よろしくお
願いします。

学力も大切、しかしその使い方の土台となる、心を育むことが一番大切と考えます。入会金無料期間継続。一緒に学ぶ仲間を募集しています！

ひとつひとつできることを


